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航空分野におけるリスク知覚
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1．序論
航空事故の多くは操縦士の認知や判断のエラーに起因し，
これには不適切なリスク知覚（事故可能性に対する主観的
評価過程）が関わっていることが指摘されている。操縦士
は常にリスク知覚を行い，それに応じて次の行動を選択し
ており，操縦士のリスク知覚に関する研究が求められる。
そこで本研究では，①操縦士の経験によるリスク評価の
遠い，（参経験によるリスク特性（重要性，対処可能性，人
的被害，物的被害，時間的余裕）の評価の違い，③経験に
よる事象への対処の違いや対処とリスク知覚の関係の3点
の検討を通して，操縦士のリスク知覚の特性を明らかにす
る。
2．質問紙調査
調査対象者　航空自衛隊の戦闘機操縦士の上級者88名，
中級者47名，初級者106名と操縦課程学生68名の計309
名（平均29．1歳）。
調査内容（》リスク評価：機材故障（脚系統，エンジン
系統，電気系統，操縦系統，油圧系統）に関する5つのシ
ナリオのリスクの程度を，「全く危険ではない」から「非常
に危険である」までの0～100段階で評価させた。②リス
ク特性の評価：各シナリオについて，リスク特性を全て7
件法で評価させた。③事象への対処：シナリオの状況に対
処する場合，考慮する事項と緊急手順以外に実施する事項
をそれぞれ自由記述で回答させた。
3．結果と考察
リスク評価に関する分析　シナリオのリスク評価値を従
属変数，経験を対象者間要因とする1要因分散分析の結果，
シナリオ4（トリムの固着）について経験による有意差が
みられた（属3，305）＝4．79，グく．01）。Bon鎚rroni法による多
重比較の結果，上級者，中級者，初級者と学生の間に1％
水準で有意差がみられ，いずれも学生の方が初級者以上の
経験者よりもリスクを高く評価していた。
遭遇経験の有無によるリスク評価の違い　リスク評価値に
ついて，シナリオと同様の事象の経験の有無でt検定を行
ったところ，シナリオ5（フライトコントロール油圧系統
の故障）について有意差がみられ（水296）＝2．58，〆．05），
経験している人の方が経験していない人よりもリスクを低
く評価していた。これにより過去に同様め事象を経験して
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いる人のリスク知覚は低い程度になり，冷静な判断ができ
る可能性があることが示唆された。
リスク特性の評価に関する分析　シナリオごと，経験の各
群でリスク評価値を従属変数，リスク特性項目を独立変数
とする重回帰分析を行った。全ての分析で「重要性」が予
測変数として挙げられ，次に「人的被害」が多く挙げられ
た。上級者，中級者の一部では「対処可能性」が挙げられ，
対処可能性が低いほどリスク評価値は高かった。この分析
から，経験者は対処することを重視し，シナリオごとにメ
リハリのある複雑な評価をすることが示された。
事象への対処に関する分析　シナリオの事象への対処に
関して得た自由記述回答から意味のまとまりを項目として
抽出し，この項目をまとめてグループを作成した。作成し
たグループは時間的な流れに沿って並べ，対処行動フロー
を作成した。また，各シナリオのグループから，回答が多
い上位3グループと，上級者と学生の回答数の差が大きい
グループに注目した。回答が多いグループの回答項目数は
経験による差はなく，対処において重要な事項は経験に関
わらず多く回答されていた。経験による回答項目数の違い
の大きいグループから，上級者は在空機や他機関に対する
配慮，時間的に先にある事柄や最悪の事態の想定，事象発
展の可能性の幅広い想定等，慎重で客観的な対処をしてい
ることが示唆された。また，対処に関する回答項目数とリ
スク評価値の相関係数から，回答項目数が多い人ほどリス
クを高く評価する傾向が示された。
4．総合的考察
本研究では経験者が相対的にリスクを低く評価していた
が，対処の可能性を幅広く考慮し，慎重で冷静な対処をす
ることが示されたことから，経験者がリスクを適正な程度
に評価していたと考えられる。逆に，学生は相対的にリス
クを高く評価しており，緊急事態においてリスク知覚が高
すぎると冷静な判断ができない可能怪もある。このように，
航空分野のリスク知覚は過度に高くても低くても問題であ
り，適正な範囲内にあることが重要であるといえる。
今後は，動的な飛行環境を再現して，航空分野のリスク
知覚を実験的に検証する必要があるだろう。
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